
研修責任者等研修事業 都道府県名（　福井県　　　　　　　　　）

（教育担当者研修） ※該当しないほうは削除して下さい。

１．研修開催場所の箇所数 （2　）箇所

２．研修開催場所の選定にあたって考慮したこと

３．研修開催回数 延べ（2　）回

１．研修受講者数等(実人員）

（開催回別に記入してください） （　　　　21 ) （　　　　21 )

（　　　　37 ) （　　　　37 )

（　　　　）名 （　　　　）名

※　必要な場合、行を追加してご記入ください

２．研修受講者の所属施設

（　58　）名 （　58　）名

（　　　　）名 （　　　　）名

（　　　　）名 （　　　　）名

（　　　　）名 （　　　　）名

（　　　　）名 （　　　　）名

助産所

その他

開催回 応募者数

（　　　　）名

第２回

介護老人保健施設

指定訪問看護事業所

（　　　　　　　　　　）
（　　　　）名

診療所

第３回

施設種別 応募者数 受講者数

Ⅰ．研修の開催に関すること

県内の地理的なことを考慮し、嶺北・嶺南地区の2箇所で開催

Ⅱ．研修受講者に関すること

受講者数

第１回

病院



（　　　　3 ）

（　　　　18 ）

（　　　　27 ）

（　　　　10 ）

４．研修受講者の職位

（　　　　2 ）

（　　　　3 ）

（　　　　5 ）

（　　　　29 ）

（　　　　11 ）

（　　　　8 ）

※　職位が貴県での区分と異なる場合には、貴県での区分に変更した

　うえで、ご記入ください

５．研修の受講資格・選考基準等（施設類型や職位等による基準を設けているか否か等について
　　ご自由にご記入ください）

６．事業の周知及び参加者募集方法（ご自由にご記入ください）

許可病床数 受講者数

係長・主任

400床以上

100～200未満

師長

スタッフ

３．研修受講者のうち、病院の
場合の病床規模

200～400未満

看護副部長

職位 人数

看護部長

100床未満

その他

研修責任者または教育担当者としての役割を担っている者
研修期間（3日間）すべて受講できること

県内の病院や有床診療所へ開催案内を通知
県看護協会内に研修案内のパンフレットを掲示



１．受講形式 A 全日程を受講することを基本としたコース形式

B 講義毎に部分的に受講する形式

２．研修プログラム

※　行が不足した場合、適宜追加してご記入ください

※　時期には実施月をご記入ください。

３．講師数（実人員）

看護職員：　 ①看護教員（講師、教授など大学の教員も含む） （　　　　）名

②臨床現場の看護職員 （　　　　）名

（　　　　）名

（　　　　）名

（　　　　2 ） 名

6時
間

研修責任者研
修3日目

施設の教育担当者（教育責任者等）

専門看護師・認定看護師

看護部長、副看護部長、看護師長

6時
間

研修責任者研
修1日目

9月
研修責任者研
修1日目

その他

11月

6時
間

研修内容・方法

6時
間

新人看護師研修制度の背景
臨床と教育現場が共に育つ　等

Ⅲ．研修内容に関すること

時期
（月）

研修テーマ 時間数

教育責任者・教育担当者の役割と機能
意図的段階的育成計画の立案、運営、評価　等
（演習を含む）

体験学習による成長のメカニズム
個別性を尊重した指導についての理解　等
（演習を含む）

研修責任者研
修2日目

6時
間

研修責任者研
修2日目

6時
間

研修責任者研
修3日目

体験学習による成長のメカニズム
個別性を尊重した指導についての理解　等
（演習を含む）

新人看護師研修制度の背景
臨床と教育現場が共に育つ　等

教育責任者・教育担当者の役割と機能
意図的段階的育成計画の立案、運営、評価　等
（演習を含む）



その他の職種： 職種等（元看護部長）　　（1）名　（2日間）

職種等（生涯学習開発財団認定コーチ）　　（1）名　（4日間）

職種等（　　　　　　　）　　（　　　　　　　　）名

４．1回の研修にかかる日数および時間数（日数、時間数の両項目に記載願います）

（１．でＢと回答した場合には、１クールの総日数・時間数を回答願います）

（3）日 （18　）時間

５．４．の内訳 （　　12　　）時間 （　　6　　）時間

（　　　　　　　　　　　） （　　　　）時間 （　　　　）時間

１．事業の実施にあたって工夫した点（自由にご記入ください）

２．事業の効果および評価に関すること（自由にご記入ください）

演習

その他 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

Ⅳ．事業の評価等に関すること

同一講師による研修を、対象別（責任者、教育担当者、実地指導者、新人）に企画し、
研修の学びを共有して実践につながるようにした

同一講師による研修を受講することで、学びが現場のスタッフ間で共有でき、新人教育に活か
せているとの声が聞かれている

講義



１．事業の委託 A 委託していない B 委託している 委託先（　福井県看護協会　　　　）

Ⅴ．事業の委託に関すること


	研修責任者等研修事業

